
令和8年度がスタートし、121名の学生が看護師を目指し勉学に励んでいます。1年生は、今までとは違
う日常生活が始まりました。新しい環境に足を踏み入れ、これから看護という専門分野を学んでいく…。何
事も新しいことを始めるときには、エネルギーが必要ですよね。

本校の看護教育においても、昨年度、厚生労働省「看護師等養成所におけるデジタルトランスフォー
メーション（DX）効果検証事業」の対象校に選定されたことにより、臨床実習支援システム「F.CESS 
Nurse」や、模擬電子カルテ「Medi-EYE」等が導入されました。教員も慣れないICT教材と向き合いなが
ら、より質の高い看護教育の提供を目指し、新たなチャレンジを続ける毎日です。

「まずやってみる」ことを大切に、学生の皆がいろんなことにチャレンジし、本校での学校生活が充実し
たかけがえのない時間になるよう心から願っています。

 （事務職員　原田） @himesekikan_jrc

学校生活の様子を
覗いてみてくださいね♪
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日本赤十字社は、赤十字の理念である「人道」を基盤とし、いかなる状況下でも人々の生命と健康を守り、苦痛を予防・軽減し、尊厳を確
保するため、国内外でさまざまな活動を展開している。看護実践においては、人々の生活の質向上のために、倫理観に基づき、多職種との
協働の中で、専門性と自律性を発揮することが求められている。

本校は、この赤十字の理念を基盤とし、人々が生きることを支えるために、自ら学び、看護を創造する豊かな人間性を備えた看護実践者
の育成を目指す。

教育理念

Red Cross Society Himeji School of Nursing    Carillon

桜の花も咲き、暖かい日差しが感じられるようになった今日、私達 40 名は
この、姫路赤十字看護専門学校へと入学いたします。まずは、このような
盛大な式を設けて頂いたことを、新入生を代表して、お礼申し上げます。

いよいよ明日から看護師という夢に向かって本格的に学んでいくということ
に、楽しみな気持ちと共に、少しの不安もあります。しかし、この128回生
のクラスメイト、先生や先輩、そして家族と一緒なら、頑張れると思います。

謙虚な姿勢、学びに対する態度、全てに対して一生懸命取り組めるよう看
護学生として、三年間頑張っていこうと思います。まだまだ未熟な私たちで
すが、先生方、先輩方、どうか温かいご指導をよろしくお願いいたします。

私たち新入生一同、本校の学生として、自覚と責任を持ち、学び多い学校
生活を送ることを誓います。 （新入生代表）

願書受付期間

定 員
試 験 日

試 験 科目

合 格 発 表

推薦入試 社会人入試 一般入試

40人
学科・面接：令和8年10月25日（日） 学科・面接：令和9年1月19日（火）

学科
１．国語：現代の国語・言語文化
　（古文・漢文除く）
２．小論文

面接

学科
１．国語：現代の国語・言語文化
　（古文・漢文除く）
２．小論文

面接

令和8年9月28日（月）～令和8年10月9日（金）必着
令和8年11月6日（金）

学科
１．国語：現代の国語・言語文化（古文・漢文除く）
２．英語または数学のいずれかを選択
　英語：英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ（リスニング除く）
　数学：数学Ⅰ

面接

令和8年12月21日（月）～令和9年1月7日（木）必着
令和9年1月28日（木）

募集要項の請求は、ホームページよりお申し込みください姫路赤十字看護専門学校入学試験

TOPIC行事予定 令和8年6月～令和9年3月 Schedule of Events
※予定は変更されることがあります
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2日（月）　球技大会
20日（金）　戴帽式
30日（月）　学校関係者評価会議
25日（水）～26日（木）　2年生 「地域の看護を知る」演習

2日（水）～16日（水）　3年生　統合実習
18日（金）　1年生　専門職連携教育演習
25日（金）～1月6日（水）　冬季休業

19日（火）　令和9年度 一般入学試験
25日（月）～2月5日（金）　1年生 基礎看護学実習Ⅱ

12日（金）　2年生 領域別実習再開
中旬予定　第116回 看護師国家試験

2日（火）　卒業を祝う会
4日（木）　卒業式
上旬予定　 後期期末試験
20日（土）　春季休業開始
28日（日）・29日（月）　オープンキャンパス
30日（火）　入学前オリエンテーション
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1日（月）　講師会議
3日（水）～16日（火）　2年生 成人・老年看護学実習Ⅰ
7日（日）　保護者対象オープンキャンパス
18日（木）～24日（水）　1年生 基礎看護学実習Ⅰ
20日（土）　ホームカミングデー

8日（水）　2年生　赤十字看護専門学校 学生本社研修
12日（日）　社会人対象オープンキャンパス
25日（土）　姫赤祭
27日（月）～8月27日（木）　夏季休業

1日（土）・2日（日）・3日（月）　オープンキャンパス
31日（月）　3年生 ケーススタディ発表

11日（金）　2年生　専門職連携教育演習
14日（月）～25日（金） 前期期末試験

4日（日）　オープンキャンパス
8日（木）　トレーニングセンター
25日（日）　令和9年度 推薦・社会人入学試験
下旬　関西看護学生看護研究大会

2026.4.6（月）

学
式

令和8年度

令和8年度
オープンキャンパスを開催します！

OPEN 
CAMPUS

令和9年度

ホームページよりお申込みください。ご参加お待ちしています！

保護者対象のオープン
キャンパスを開催しました

社会人対象のオープン
キャンパスです

6.7日 14:00- 8.1土
10:00-
14:00- 8.2日

10:00-
14:00-7.12日 10:00-

男性看護師の
看護体験談が聞けます♪

8.3月
10:00-
14:00-

10.4 日 10:00- 3.28
2027

日
10:00-
14:00- 3.29月

10:00-
14:00-



2026.3.3（火）

坂本副学校長退職あいさつ
このたび定年を迎え、長くお世話になった姫路赤十字看護専門学校を退職することとなりました。在職中は、多く

の皆さまに支えていただき、穏やかで充実した日々を過ごすことができました。心より感謝申し上げます。
新しいカリキュラムが始まり、Society5.0の時代に向けて、学生の皆さんが創造的に考え、新しい看護の形を見

つけていけるようにと願いながら取り組んできました。DXが進む今だからこそ、人に寄り添う看護の心を忘れず、そ
の思いをどう未来につなげていくかを大切にしてきました。学生の皆さんが悩みながらも前へ進み、仲間と励まし合
いながら成長していく姿は、私にとって何よりの励みであり、学びでもありました。

また、教職員や実習先の皆さまには、いつも温かく支えていただきました。困ったときには声を掛け合い、笑顔で
乗り越えてきた日々は、これからも忘れることのない大切な思い出です。皆さまの優しさと専門性に支えられ、ここ
まで務めることができたことに深く感謝しております。

看護を取り巻く環境は変化し続けていますが、人に寄り添う気持ちはいつの時代も変わらないと感じています。学
生の皆さんが、その思いを胸に、地域の医療を支える頼もしい存在へと羽ばたいていかれることを、これからもそっ
と応援しています。

最後になりましたが、これまでのご縁と温かいお心遣いに心より感謝申し上げます。姫路赤十字看護専門学校の
さらなる発展と、皆さまのご健康とご多幸をお祈りいたします。本当にありがとうございました。

（前副学校長　坂本　佳代子）

国家試験の数ヶ月前までは、模試の結果に不安を抱えながらも勉強に取り組みま
した。その中で、実習を通して得た学びや経験を思い出しながら理解を深め、本番
では落ち着いて試験に臨むことができました。合格発表までの一ヶ月は、どこか落ち
着かない日々を過ごしていましたが、合格と分かった瞬間は、嬉しさとともに大きな
安堵感に包まれました。ここまで努力を続けてこられたのは、家族やクラスメイトに
加え、実習で関わらせていただいた方々や教員の支えがあったからだと感じていま
す。これからは、その感謝の気持ちを忘れず、看護師として責任を持ち、人の力に
なれるよう努めていきたいです。 （令和7年度卒業生）

3年間の学校生活を終え、無事に卒業を迎えることができた
ことに友人や家族、先生方に感謝の気持ちでいっぱいです。入
学当初は不安や戸惑いも多くありましたが、仲間や先生方に支
えてもらい、一歩ずつ成長することができたと感じています。
特に実習では、患者さんを生活者として捉えて一人ひとりと向
き合うことの大切さや、看護のやりがいや深さ、責任の重さを
学びました。これからは看護師として、学び続ける姿勢、初心
を忘れず、患者さんに寄り添える存在になれるよう努力してい
きたいと思います。 （令和7年度卒業生）

第115回　看護国家試験合格発表 2026.3.24（火）

「万里一空」という目標のもと、看護師という夢に向かってクラス
全員で努力し続けてきました。毎日学習に取り組む学生の姿を見
ていたので、合格することを信じていました。

教務室では発表10分前から教員が厚生労働省のホームページ
に何度もアクセスし、14時を過ぎたころ、教員のスマホがつながり
ました。41名の受験番号を震える声で一人ひとり読み上げ、全員
合格を確認しました。“国試全員合格”の横断幕を掲げ、学生と教職
員全員で喜び合い、みんなの姿を見て涙があふれました。

皆さん、合格おめでとう！本当によく頑張ったね。ここからが看護
師としてのスタート。患者さんとご家族のことを第一に考えられる
看護師になれるよう応援しています。 （専任教師：神戸）

令和８年3月3日（火）に卒業式が執り行われました。保護
者の方々、来賓の方々、そして在校生が見守る中、41名の
卒業生が本校を巣立って行きました。希望に満ちた未来へ
の第一歩を感じさせる、心に残る卒業式となりました。

救護員制服を身にまとい、堂々と「看護職の倫理綱領」を
唱和する姿から、これから看護師として頑張っていく決意を
強く感じることができました。ともに学んだ仲間を宝物にし
て、自分たちの目指す看護師像に向かって頑張ってほしい
と願っています。 （専任教師　福本）

卒業式 Gradua
tion 

  Cerem
ony
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学生のぺージ 学生のぺージ

1年生です！４月6日に行われた入学式
でこのメンバーが揃いました！最初は緊張
していましたが、今では少しずつお互い
を知り、仲を深めています。明るく、素直
で、行動力のある子が多いなと感じるの
で、お互いを高めあえるクラスを目指し
ていきたいです。

3rdの学級目標は
    「3つの木　協力・共有・規律 ～一咲知春～」です。
今年は国家試験や領域別実習など、看護学生として

大きく成長する1年になります。その中で、仲間と“協力”
し、学びや気づきを“共有”しながら、社会人として必要な
“規律”を大切にしていきたいという思いを込めました。

また、「一咲知春」には、小さな変化や出来事にも気づ
き、一人ひとりに寄り添える看護学生でありたいという
願いを込めています。患者さんのわずかな表情や思いの
変化にも目を向け、仲間と支え合いながら成長していける
学年を目指していきます。

私たち２年生は、「同心協力」という言葉
を学年目標に掲げました。
一人ひとりが同じ目標に向かい、互いに支え

合いながら成長していきたいという思いが込められ
ています。
2年生では、学習内容もより専門的になり、実習や学校

行事、奉仕団活動など、自分たちが主体となって行動
する機会が増えていきます。

その中で、看護学生としての自覚を持ち、
責任ある行動を心掛けながら、仲間と協力

して取り組んでいきたいです！！

3年生1年生

2年生

新入生歓迎会

新入生歓迎会では、学年を越えて絆が生まれ
たり、普段あまり話せない先輩・後輩ともたくさ
ん話すことができ、とても良い機会になりました！！

最初は緊張も見られましたが、レクリエーショ
ンなどを通して徐々に打ち解け、笑顔があふれ
る時間となりました♪♪

これからもこのつながりを大切にしながら、学
校生活を充実させていきたいです！
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この度、副学校長を拝命いたしました。これまでの看護学校・臨床経験を経て、今改めて「看護の本質」
を学生の皆さんと共に探究したいと考えています。創立117年の伝統を守りつつ、これからの社会に求め
られる「自律した看護職」の育成に全力を注いでいます。

私の信条は「静かなる情熱」です。学生一人ひとりを共に学ぶ「成人学習者」として尊重し、その強みに
光を当てる「育むまなざし」を大切にしています。ICTの活用と深いリフレクションを通じて、困難を乗り越
える「やり抜く力（GRIT）」を育んでまいります。赤十字の「人道」を体現する、愛にあふれた温かな学びの
場を共に創り上げましょう。 （副学校長　芝山）

この度、看護専門学校に着任しました東です。病棟を経て、在宅ケアセンターで訪問看護師の経験を積
みました。在宅看護は、小児から成人・老年・終末期と看護の分野が多岐にわたり、家族との関わりが密
となってきます。看護師としてのアセスメント能力や人間力も問われてきます。その中で看護師としてたく
さんの幸せを頂いたと思っています。その思いを学生の皆さんに伝えていけたらと思っています。宜しく
お願いします。

（教務助手　　東）

この度、姫路赤十字看護専門学校に着任いたしました。IT化が進む中でも、人と人との関係の中で行わ
れる看護は、豊かな心を持つ「人」が不可欠です。病棟で培った経験をもとに、未来の看護師の仲間が育
つことを支えていきたいと考えております。また、自分自身も、育てる人として、学生の皆さまと共に成長
したいと思います。よろしくお願いいたします。

（教務助手　塩谷）

この度、教務主任を拝命しました石谷です。本校が長きにわたり築き上げてきた歴史と伝統の重みを
実感し身の引き締まる思いです。

現在、医療・看護を取り巻く環境は急速に変化し、看護基礎教育においてもICTの活用やシミュレー
ション教育の充実など、新たな価値を創造する力が求められています。私は、これまでの良き伝統を礎と
しながらも、時代の変化を恐れず、常に新しい教育のあり方に挑戦し続ける組織でありたいと考えていま
す。学生との対話を大切にしながら、学生一人ひとりの学びを深め、心理的安全性の高い、活力ある学修
環境づくりに努めてまいります。 （教務主任　石谷）

看護基礎教育を皆さんと共に学ぶ貴重な場に20年間、勤務させていただきました。悩む事も多々あり
ましたが、沢山の学生の皆さんと出会えたとても意義のある経験でした。

その中で印象深かったことが、東日本大震災で被災した石巻赤十字看護専門学校の支援に行かせてい
ただいたことです。赤十字の看護学生の行動の素晴らしさや赤十字が多くの方々に信頼されていると改
めて実感させられました。当校の学生の皆さんにも赤十字の精神が受け継がれ続けるよう、共に看護を
考えていきたいと思います。

4月から病院で勤務しています。皆さんが実習に来られることを楽しみにお待ちしています。
（看護係長　藤元）

令和7年度

学校評価結果
令和7年度は、臨床実習支援システム「F. CESS Nurse」の導入

や高性能シミュレーターの活用など、ICT化による教育の質の向上に
邁進しました。また、TOPEC看護英語試験への高い合格率に見ら
れるようなグローバルな視点の育成も着実に進んでいます。しかし、
学生アンケートでは、Wi-Fi環境の不安定さや学習スペースの不足、
実習中の睡眠時間の確保といった具体的な要望が寄せられました。
学びの環境を整備することで、皆さんの「学びの質」を支えていきた
いと考えています。

令和8年度も学生、保護者、そして地域の皆様と共に、温かな学
びの場を創り上げてまいります。本校の教育活動への変わらぬご理
解とご支援を、心よりお願い申し上げます。 

 （副学校長　芝山）

令和7年度

講師会議
今年度は2回の会議を開催しました。第1回では「F. CESS Nurse」等のICT活用や生成

AIへの対応を協議し、教育の効率化と思考育成の両立を確認しました。第2回では国家試
験や模擬試験の結果を共有しました。問題の応用化が進む現状を受け、1年次からの知識定
着や臨床を見据えた指導の重要性について、講師間での認識を統一しました。今後も講師
間で密に連携し、学生の学習状況に応じた質の高い教育環境を整えてまいります。

（副学校長　芝山）

令和7年度

学校関係者評価会議
本校では、教育活動の質向上と開かれた学校づく

りを目指し、自己評価及び学校関係者による評価を
実施しています。令和7年度は、新たに導入されたデ
ジタル実習記録「F. CESS Nurse」の実践報告や、
母性看護学でのプレコンセプションケア（将来の妊娠
のための健康管理）の導入など、時代の変化に対応
した取り組みについて活発な意見交換が行われまし
た。また、人間力を高める教育や情報リテラシー、地
域貢献の重要性について多くの助言をいただきまし
た。保護者アンケートの結果も踏まえ、更なる教育環
境の改善に努めます。

（副学校長　芝山）

副学校長・教務主任あいさつ

新任教師あいさつ

異動教師あいさつ

1 教育理念・教育目的 ・教育目的
2 学校運営
3 教育活動
4 学修成果
5 学生支援
6 教育環境

7  学生の募集と受け入れ
8  財務
9  法令等の遵守
10  社会貢献・地域貢献
11  国際交流
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令和8年度がスタートし、121名の学生が看護師を目指し勉学に励んでいます。1年生は、今までとは違
う日常生活が始まりました。新しい環境に足を踏み入れ、これから看護という専門分野を学んでいく…。何
事も新しいことを始めるときには、エネルギーが必要ですよね。

本校の看護教育においても、昨年度、厚生労働省「看護師等養成所におけるデジタルトランスフォー
メーション（DX）効果検証事業」の対象校に選定されたことにより、臨床実習支援システム「F.CESS 
Nurse」や、模擬電子カルテ「Medi-EYE」等が導入されました。教員も慣れないICT教材と向き合いなが
ら、より質の高い看護教育の提供を目指し、新たなチャレンジを続ける毎日です。

「まずやってみる」ことを大切に、学生の皆がいろんなことにチャレンジし、本校での学校生活が充実し
たかけがえのない時間になるよう心から願っています。

 （事務職員　原田） @himesekikan_jrc

学校生活の様子を
覗いてみてくださいね♪

編
集
後
記

学生が投稿しています！
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日本赤十字社は、赤十字の理念である「人道」を基盤とし、いかなる状況下でも人々の生命と健康を守り、苦痛を予防・軽減し、尊厳を確
保するため、国内外でさまざまな活動を展開している。看護実践においては、人々の生活の質向上のために、倫理観に基づき、多職種との
協働の中で、専門性と自律性を発揮することが求められている。

本校は、この赤十字の理念を基盤とし、人々が生きることを支えるために、自ら学び、看護を創造する豊かな人間性を備えた看護実践者
の育成を目指す。

教育理念

Red Cross Society Himeji School of Nursing    Carillon

桜の花も咲き、暖かい日差しが感じられるようになった今日、私達 40 名は
この、姫路赤十字看護専門学校へと入学いたします。まずは、このような
盛大な式を設けて頂いたことを、新入生を代表して、お礼申し上げます。

いよいよ明日から看護師という夢に向かって本格的に学んでいくということ
に、楽しみな気持ちと共に、少しの不安もあります。しかし、この128回生
のクラスメイト、先生や先輩、そして家族と一緒なら、頑張れると思います。

謙虚な姿勢、学びに対する態度、全てに対して一生懸命取り組めるよう看
護学生として、三年間頑張っていこうと思います。まだまだ未熟な私たちで
すが、先生方、先輩方、どうか温かいご指導をよろしくお願いいたします。

私たち新入生一同、本校の学生として、自覚と責任を持ち、学び多い学校
生活を送ることを誓います。 （新入生代表）

願書受付期間

定 員
試 験 日

試 験 科目

合 格 発 表

推薦入試 社会人入試 一般入試

40人
学科・面接：令和8年10月25日（日） 学科・面接：令和9年1月19日（火）

学科
１．国語：現代の国語・言語文化
　（古文・漢文除く）
２．小論文

面接

学科
１．国語：現代の国語・言語文化
　（古文・漢文除く）
２．小論文

面接

令和8年9月28日（月）～令和8年10月9日（金）必着
令和8年11月6日（金）

学科
１．国語：現代の国語・言語文化（古文・漢文除く）
２．英語または数学のいずれかを選択
　英語：英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ（リスニング除く）
　数学：数学Ⅰ

面接

令和8年12月21日（月）～令和9年1月7日（木）必着
令和9年1月28日（木）

募集要項の請求は、ホームページよりお申し込みください姫路赤十字看護専門学校入学試験

TOPIC行事予定 令和8年6月～令和9年3月 Schedule of Events
※予定は変更されることがあります

11

12

1

2

3

2日（月）　球技大会
20日（金）　戴帽式
30日（月）　学校関係者評価会議
25日（水）～26日（木）　2年生 「地域の看護を知る」演習

2日（水）～16日（水）　3年生　統合実習
18日（金）　1年生　専門職連携教育演習
25日（金）～1月6日（水）　冬季休業

19日（火）　令和9年度 一般入学試験
25日（月）～2月5日（金）　1年生 基礎看護学実習Ⅱ

12日（金）　2年生 領域別実習再開
中旬予定　第116回 看護師国家試験

2日（火）　卒業を祝う会
4日（木）　卒業式
上旬予定　 後期期末試験
20日（土）　春季休業開始
28日（日）・29日（月）　オープンキャンパス
30日（火）　入学前オリエンテーション

6

7

8

9

10

1日（月）　講師会議
3日（水）～16日（火）　2年生 成人・老年看護学実習Ⅰ
7日（日）　保護者対象オープンキャンパス
18日（木）～24日（水）　1年生 基礎看護学実習Ⅰ
20日（土）　ホームカミングデー

8日（水）　2年生　赤十字看護専門学校 学生本社研修
12日（日）　社会人対象オープンキャンパス
25日（土）　姫赤祭
27日（月）～8月27日（木）　夏季休業

1日（土）・2日（日）・3日（月）　オープンキャンパス
31日（月）　3年生 ケーススタディ発表

11日（金）　2年生　専門職連携教育演習
14日（月）～25日（金） 前期期末試験

4日（日）　オープンキャンパス
8日（木）　トレーニングセンター
25日（日）　令和9年度 推薦・社会人入学試験
下旬　関西看護学生看護研究大会

2026.4.6（月）

学
式

令和8年度

令和8年度
オープンキャンパスを開催します！

OPEN 
CAMPUS

令和9年度

ホームページよりお申込みください。ご参加お待ちしています！

保護者対象のオープン
キャンパスを開催しました

社会人対象のオープン
キャンパスです

6.7日 14:00- 8.1土
10:00-
14:00- 8.2日

10:00-
14:00-7.12日 10:00-

男性看護師の
看護体験談が聞けます♪

8.3月
10:00-
14:00-

10.4 日 10:00- 3.28
2027

日
10:00-
14:00- 3.29月

10:00-
14:00-


